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医療機器製造販売届出番号： 23B2X10036000314号 

                               　  

器30　結紮器及び縫合器 
一般医療機器　持針器（コード：12726010） 

リズブル ニードルホルダー 
 

 

　【形状・構造及び原理等】 

1)​ 形状、原理 

ハンドルをもつ手術器具で、遠位端から転心までの

先端把持部は様々な形状になっており、縫合時に縫

合針を把持するように設計されている。 

2)​ 原材料：ステンレススチール 

一部型番：タングステンカーバイドを含む 

一部型番：金メッキを含む 

 

【使用目的又は効果】 

縫合時に縫合針の把持、又は縫合糸等の切断をするた

めに用いる。 

 

【使用方法等】 

1)​ 使用前に滅菌する。 

2)​ 縫合針を２つの先端部分の間に合わせ、ハンドル部

を操作して縫合針を把持、又は縫合糸等を切断す

る。 

 

【使用上の注意】 

1)​ 使用前に必ず洗浄、滅菌すること。 

2)​ 破損、摩耗、腐食、変形、その他劣化や損傷のある

ものは使用しないこと。 

3)​ 破損等の原因となるので、以下は行わない。 

1.​ 粗雑な取り扱いをすること。 

2.​ 使用時に必要以上の力（応力）を加えること。 

3.​ 改造、調整等の二次加工。 

4)​ 本製品の使用により発疹などの過敏症状が現れた

場合は直ちに使用を中止し、医師の診断を受けさせ

ること。 

 

  【保管方法及び有効期間等】 

1)​ ほこり及び水気のない場所で、腐食性薬剤及びそ

の蒸気、汚染、直射日光を避けて保管すること。 

2)​ 外圧(物理的負荷)及び汚染を受けないように保管す

ること。 

 

3)​ “もらいさび”を防ぐため、錆びている器具と一緒に

保管しないこと。 

 

　【保守・点検に係る事項】　　 

1)​ 使用前・使用後に、破損、ヒビ、傷、変形、変色、腐

食等がないか確認すること。これらがある場合は使

用を中止すること。 

2)​ 錆びや傷の原因となるので、洗浄の際、磨き粉や金

属ウール、金ブラシは使用しないこと。 

3)​ 洗浄には器具用防錆洗浄剤(中性)を使用し、強酸

性または強アルカリ性の洗浄剤は使用しないこと。 

4)​ 洗剤の残留がないよう充分にすすぎをし、乾燥させ

てから滅菌器に入れること。 

5)​ 薬剤消毒を行う時は、薬剤の添付文書に書かれた

使用上の注意を守ること。薬剤の種類によっては、

金属素材に影響を及ぼすことがある。特に、長時間

の浸漬は避けること。 

6)​ 洗浄、消毒、滅菌にはできるだけ精製水を使用する

こと。水道水を使用すると塩素イオンの影響で器具

が腐食する事がある。 

7)​ オートクレーブ滅菌器を使用する際は、131℃以下を

厳守し、乾燥温度に注意すること。高温の乾燥は、

器具が変質または変色することがある。 

8)​ 洗浄、消毒、滅菌後の器具は水分を除去し、充分乾

燥させてから保管すること。水分が付着したまま長

時間放置すると、錆び、シミ等の原因となることがあ

る。 
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